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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角
を同時に確保でき、液晶分子の速い応答速度を実現する
だけでなく、優れた表示特性を示すことのできる液晶表
示装置を提供する。
【解決手段】互いに対向する第１基板及び第２基板と、
第１基板と第２基板の間に配置され、液晶分子を含む液
晶層と、第１基板上に配置され、互いに分離されている
第１画素電極及び第２画素電極と、を含み、第１画素電
極及び第２画素電極は、第１画素電極及び第２画素電極
のそれぞれ含む幹部と、幹部から延び出た複数の枝電極
とを含み、第１画素電極の枝電極と第２画素電極の枝電
極は交互に配置され、第１画素電極の枝部と隣接した第
２画素電極の枝部との間隔が第１間隔である第１領域と
、第１画素電極の枝部と隣接した第２画素電極の枝部と
の間隔が第２間隔である第２領域を有し、第１領域は、
画素領域の端部に、第１画素電極及び第２画素電極の幹
部が配置されていない領域を含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する第１基板及び第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板の間に配置され、液晶分子を含む液晶層と、
　前記第１基板上に配置され、互いに分離される第１画素電極及び第２画素電極と、を含
み、
　前記第１画素電極及び前記第２画素電極は、前記第１画素電極及び前記第２画素電極の
端部にそれぞれ含む幹部と、前記幹部から延び出た複数の枝電極とを含み、前記第１画素
電極の枝電極と前記第２画素電極の枝電極は交互に配置され、
　前記第１画素電極の枝部と隣接した前記第２画素電極の枝部との間隔が第１間隔である
第１領域と、前記第１画素電極の枝部と隣接した前記第２画素電極の枝部との間隔が第２
間隔である第２領域と、を有し、
　前記第１領域は、前記第１画素電極及び前記第２画素領域の端部に前記第１画素電極及
び前記第２画素電極の前記幹部が配置されていない領域を含むことを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】
　前記液晶層は垂直配向型の液晶層であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極には互いに異なる極性の電圧が印加されることを
特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第１間隔は一定であり、
　前記第２領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第２間隔は一定であることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１領域と前記第２領域の面積比は２:１以上３０:１以下であることを特徴とする
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第１間隔は、１０μｍ以上２０μｍ以下であり、
　前記第２領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第２間隔は、３μｍ以上１０μｍ以下であることを特徴とする請求項４に記載
の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１領域と前記第２領域の面積比は２:１以上３０:１以下であることを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第１間隔は１０μｍ以上２０μｍ以下であり、
　前記第２領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第２間隔は３μｍ以上１０μｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が、前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記拡張部において、前記隣接した第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との
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間の前記第３間隔は、２０μｍ以上２８μｍ以下であることを特徴とする請求項９に記載
の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第１間隔は１０μｍ以上２０μｍ以下であり、
　前記第２領域において、前記第１画素電極の枝部と前記隣接した第２画素電極の枝部と
の間の前記第２間隔は３μｍ以上１０μｍ以下であることを特徴とする請求項１０に記載
の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記拡張部において、前記隣接した第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部が成
す平面形状は多角形状であることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記拡張部において、前記隣接した第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部が成
す平面形状は六角形状、四角形状、または菱形状であることを特徴とする請求項１２に記
載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記拡張部において、前記隣接した第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部が成
す平面形状は円形状であることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする請
求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする請
求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項１８に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする請
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求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が、前記第
１間隔より狭く、前記第２間隔より広い第３領域をさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする請
求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項２２に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項２５に記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
　互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域とは異なる第４領域をさらに含むことを特徴とす
る請求項２１に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含むことを特徴とする請
求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
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れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項２９に記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項３０に記載の液晶表示装置。
【請求項３２】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、
　前記第１領域は、前記第１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画
素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
　前記第２領域は、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記
第１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含むこ
とを特徴とする請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３３】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項３２に記載の液晶表示装置。
【請求項３４】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に延
びている第１周縁を含み、
　前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向かうほど狭くなることを特
徴とする請求項２８に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置は、最も幅広く使用されている平板表示装置の一つであって、画素
電極と共通電極など電界生成電極が形成されている二枚の表示板と、その間に挿入されて
いる液晶層からなり、電界生成電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し、これを通じ
て液晶層の液晶分子の配向を決定して入射光の偏光を制御することにより映像を表示する
。
【０００３】
　液晶表示装置の表示品質を高めるために、高いコントラスト比（ｃｏｎｔｒａｓｔ　ｒ
ａｔｉｏ）と優れた広視野角、速い応答速度を有する液晶表示装置の実現が必要である。
【０００４】
　また、圧力などの外部の影響により液晶分子の配列が乱れることによって、染みなどの
表示品質の低下を防止するのが重要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角を同時に確保でき、液
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晶分子の速い応答速度を実現するだけでなく、表示特性に優れた液晶表示装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、互いに対向する第１基板及び第２基板と、
前記第１基板及び前記第２基板の間に配置され、液晶分子を含む液晶層と、前記第１基板
上に配置され、互いに分離される第１画素電極及び第２画素電極と、を含み、前記第１画
素電極及び前記第２画素電極は、前記第１画素電極及び前記第２画素電極の端部にそれぞ
れ含む幹部と、前記枝部から延び出た複数の枝電極とを含み、前記第１画素電極の枝電極
と前記第２画素電極の枝電極は交互に配置され、前記第１画素電極の枝部と隣接した前記
第２画素電極の枝部との間隔である第１領域と、前記第１画素電極の枝部と隣接した前記
第２画素電極の枝部との間隔である第２領域を有し、前記第１領域は、前記第１画素電極
及び前記第２画素領域の端部に前記第１画素電極及び前記第２画素電極の前記幹部が配置
されていない領域を含むことを特徴とする。
【０００７】
　前記液晶層は垂直配向型の液晶層としてもよい。
【０００８】
　前記第１画素電極と前記第２画素電極には、互いに異なる極性の電圧が印加されてもよ
い。
【０００９】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔は
一定であり、前記第２領域において、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
との間隔は一定にしてもよい。
【００１０】
　前記第１領域と前記第２領域の面積比は、２:１以上３０:１以下としてもよい。
【００１１】
　前記第１領域において、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との前記第
１領域の間隔は１０μｍ以上２０μｍ以下であり、前記第２領域において、前記第１画素
電極の枝部と隣接した前記第２画素電極の枝部との前記第２の間隔は３μｍ以上１０μｍ
以下としてもよい。
【００１２】
　前記第１領域は、互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部と
の間隔が、前記第１間隔より広い第３間隔を有する拡張部をさらに含んでもよい。
【００１３】
　前記拡張部において、前記隣接した第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との
間の前記第３間隔は約２０μｍ以上約２８μｍ以下としてもよい。
【００１４】
　前記拡張部において、前記隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
が成す平面形状は円形状にしてもよい。
【００１５】
　前記拡張部において、前記隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
が成す平面形状は菱形状にしてもよい。
【００１６】
　前記拡張部において、前記隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
が成す平面形状は四角形状にしてもよい。
【００１７】
　前記拡張部において、前記隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部
が成す平面形状は六角形状にしてもよい。
【００１８】
　前記拡張部において、前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部が成す平面形
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状は多角形状にしてもよい。
【００１９】
　前記第１基板上に配置され、前記画素領域の中央部を通り、前記第１画素電極に印加さ
れる信号と同一の極性の電圧が印加される導電体をさらに含み、前記第１領域は、前記第
１画素電極の前記枝部に、前記導電体と鋭角を成す前記第１画素電極の前記枝部と、前記
枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含み、
前記第２領域葉、前記第１画素電極の前記枝部の端部に、前記導電体と鈍角を成す前記第
１画素電極の前記枝部と、前記枝部と隣接した前記第２画素電極の前記枝部とを含んでも
よい。
【００２０】
　前記第１画素電極及び前記第２画素電極の前記枝部は、前記画素領域の外郭部と平行に
延びている第１周縁を含み、前記枝部の幅は、前記第１周縁に沿って前記枝部の端部に向
かうほど狭くしてもよい。
【００２１】
　互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が、前記第
１領域より狭く、前記第２領域より広い第３領域をさらに含んでもよい。
【００２２】
　互いに隣接した前記第１画素電極の枝部と前記第２画素電極の枝部との間隔が前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域とは異なる第４領域をさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、液晶表示装置の高いコントラスト比と広視野角を同時に確保でき、液
晶分子の速い応答速度を実現するだけでなく、優れた表示特性を示すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構造と共に一画素を示す等価回路図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す概略断面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図５】図４の液晶表示板アセンブリのＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図７Ａ】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の一部を示す図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の一部を示す図である。
【図７Ｃ】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の一部を示す図である。
【図７Ｄ】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の一部を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の一部を示す図である。
【図１３】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図１４】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　添付した図面を参照しながら、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野にお
ける通常の知識を有するものが容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明
は種々の異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００２６】
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　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細
書の全体にわたって類似する部分に対しては同一の図面符号を付けた。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の「上」にあるというとき、これは他の部分の「すぐ上」にある場
合だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部分の「す
ぐ上」にあるというときには、中間に他の部分がないことを意味する。
【００２７】
　以下、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置について、図面を参照して詳細に説明す
る。
【００２８】
　まず、図１乃至図３を参照して、本発明の実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。図２は、本
発明の実施形態に係る液晶表示装置の構造と共に一画素を示す等価回路図である。
【００２９】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、液晶表示板アセンブリ
（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｐａｎｅｌ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）３００、ゲート駆動
部（ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ）４００、データ駆動部（ｄａｔａ　ｄｒｉｖｅｒ）５００
、階調電圧生成部（ｇｒａｙ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｇｅｎｅｒａｔｏｒ）８００、及び信号
制御部（ｓｉｇｎａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）６００を含む。
【００３０】
　液晶表示板アセンブリ３００は、複数の信号線（ｓｉｇｎａｌ　ｌｉｎｅ）（図示せず
）と、複数の信号線に接続され、ほぼ行列状に配列された複数の画素（ｐｉｘｅｌ）ＰＸ
とを含む。一方、図２に示した構造では、液晶表示板アセンブリ３００は、互いに対向す
る下部表示板１００と上部表示板２００、及びその間に挿入される液晶層３を含む。
【００３１】
　複数の信号線は、ゲート信号（「走査信号」ともいう）を伝達する複数のゲート線と、
データ電圧を伝達する複数対のデータ線を含む。ゲート線はほぼ行方向に延びて、互いに
ほぼ平行し、データ線はほぼ列方向に延びて、互いにほぼ平行する。
【００３２】
　各画素ＰＸは液晶キャパシタＣｌｃを含む。液晶キャパシタＣｌｃは、下部表示板１０
０の第１画素電極ＰＥａと第２画素電極ＰＥｂを二つの端子とし、第１画素電極ＰＥａ及
び第２画素電極ＰＥｂの間の液晶層３は誘電体として機能する。
【００３３】
　液晶層３は誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子は、電界がない状態で、その長軸
が二つの表示板の表面に対して垂直となるように配向されている。
【００３４】
　第１画素電極ＰＥａ及び第２画素電極ＰＥｂを含む画素電極ＰＥ及び共通電極ＣＥは、
互いに異なる層に形成するか、または同じ層に形成してもよい。液晶キャパシタＣｌｃの
補助的な役割を果たす第１ストレージキャパシタＣｓｔａ及び第２ストレージキャパシタ
Ｃｓｔｂは、下部表示板１００に具備された別途の電極（図示せず）が第１画素電極ＰＥ
ａ及び第２画素電極ＰＥｂそれぞれと絶縁体を介在してオーバーラップして形成される。
図示していないが、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置は、上部表示板２００に
形成されており、一定の大きさの基準電圧が印加される追加的な電極を含むことも可能で
あり、追加電極は透明なものであってもよい。しかし、基準電圧が印加される追加的な電
極は画素電極と同一の表示板に形成されてもよい。
【００３５】
　一方、色表示を実現するためには、各画素ＰＸが基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ
）のうちの一つを固有に表示するか（空間分割）、または各画素ＰＸが時間により交互に
基本色を表示する（時間分割）ようにして、これら基本色の空間的、時間的な相互作用に
よって所望の色が認識されるようにする。基本色の例としては、赤色、緑色、青色など三
原色、または黄色（ｙｅｌｌｏｗ）、青緑色（ｃｙａｎ）、紫紅色（ｍａｇｅｎｔａ）な
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どが挙げられる。また、各画素は、基本色以外に基本色の混合色または白色（ｗｈｉｔｅ
）をさらに表示してもよい。図２は、空間分割の一例として各画素ＰＸが第１画素電極Ｐ
Ｅａ及び第２画素電極ＰＥｂに対応する上部表示板２００の領域に基本色のうちの一つを
表示するカラーフィルタＣＦを設けることを示している。図２とは異なって、カラーフィ
ルタＣＦは下部表示板１００の第１画素電極ＰＥａ及び第２画素電極ＰＥｂの上または下
に設けてもよい。
【００３６】
　液晶表示板アセンブリ３００には少なくとも一つの偏光子（図示せず）が備えられてい
る。
【００３７】
　以下、図３と共に、図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置
の駆動方法の一例について説明する。
【００３８】
　図３は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す概略断面図である。
【００３９】
　図３を参照すると、第１画素電極ＰＥａに第１電圧が印加され、第２画素電極ＰＥｂに
は第２電圧が印加され、第１画素電極ＰＥａと第２画素電極ＰＥｂに印加される第１電圧
と第２電圧は互いに極性が異なっている。このとき、第１画素電極ＰＥａと第２画素電極
ＰＥｂに印加される第１電圧と第２電圧は、画素ＰＸが表示しようとする輝度に対応する
電圧である。
【００４０】
　このように、第１画素電極ＰＥａと第２画素電極ＰＥｂに印加される第１電圧と第２電
圧との差は液晶キャパシタＣｌｃの充電電圧、つまり、画素電圧として現れる。液晶キャ
パシタＣｌｃの両端に電位差が生じれば、図３に示したように下部表示板１００、上部表
示板２００の表面に平行な電界が第１画素電極ＰＥａと第２画素電極ＰＥｂとの間の液晶
層３に生成される。液晶分子３１が正の誘電率異方性を有する場合、液晶分子３１はその
長軸が電界の方向に平行するように傾斜し、その傾斜程度は画素電圧の大きさによって異
なる。このような液晶層３をＥＯＣ（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ－ｉｎｄｕｃｅｄ　ｏｐ
ｔｉｃａｌ　ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ）モードという。また、液晶分子３１の傾斜程度
によって液晶層３を通過する光の偏光の変化程度が変化する。このような偏光の変化は、
偏光子によって光の透過率の変化として現れ、これによって画素ＰＸは所望する所定の輝
度を表示する。
【００４１】
　次に、図４及び図５を参照して、前述した液晶表示装置の一例について詳細に説明する
。
【００４２】
　図４は、本発明の一実施形態に係る液晶表示板アセンブリを示す配置図であり、図５は
、図４の液晶表示板アセンブリのＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【００４３】
　図４及び図５を参照すると、本発明の一実施形態に係る液晶表示板アセンブリは、互い
に対向する下部表示板１００と上部表示板２００、及びこれら二つの表示板１００、２０
０の間に挿入されている液晶層３を含む。
【００４４】
　まず、下部表示板１００について説明する。
【００４５】
　絶縁基板１１０の上に複数のゲート線（ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）１２１、複数の維持電極
線（ｓｔｏｒａｇｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｌｉｎｅ）１３１、及び第１接続導電体１３
５ａ、第２接続導電体１３５ｂ、第３接続導電体１３５ｃを含む複数のゲート導電体が形
成されている。
【００４６】
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　ゲート線１２１は、ゲート信号を伝達し、主に横方向に延び、各ゲート線１２１は、上
部に突出した複数対の第１ゲート電極（ｇａｔｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１２４ａ及び第
２ゲート電極１２４ｂを含む。
【００４７】
　維持電極線１３１は、所定電圧の印加を受け、主に横方向に延びている。各維持電極線
１３１は、隣接する二つのゲート線１２１の間に位置し、下側に位置するゲート線１２１
にさらに近接している。各維持電極線１３１は、上に突出している複数対の第１維持電極
１３３ａ及び第２維持電極１３３ｂを含む。接続導電体１３５ａ、１３５ｂ、１３５ｃは
、画素領域の周縁と中央部に配置されている。
【００４８】
　ゲート導電体は、単一膜または多重膜構造を有してもよい。
【００４９】
　ゲート導電体の上には窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などから
なるゲート絶縁膜（ｇａｔｅ　ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）１４０が形成されて
いる。
【００５０】
　ゲート絶縁膜１４０の上には水素化非晶質または多結晶シリコンなどからなる複数対の
第１半導体１５４ａ及び第２半導体１５４ｂが形成されている。第１半導体１５４ａ及び
第２半導体１５４ｂは、それぞれ第１ゲート電極１２４ａ及び第２ゲート電極１２４ｂの
上に位置する。
【００５１】
　それぞれの第１半導体１５４ａの上には一対のオーミックコンタクト部材１６３ａ、１
６５ａが形成されており、それぞれの第２半導体１５４ｂの上にも一対のオーミックコン
タクト部材（図示せず）が形成されている。オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６５
ａは、リンなどのｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリコン
などの物質、またはシリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で形成してもよい。本発明の他の実
施形態に係る液晶表示装置の場合、オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６５ａは省略
可能である。より具体的に、第１半導体１５４ａ及び第２半導体１５４ｂが酸化物半導体
を含む場合、オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６５ａは省略可能である。
【００５２】
　オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６５ａ及びゲート絶縁膜１４０の上には、デー
タ線１７１、第１電圧伝達線１７２、及び複数対の第１ドレイン電極（ｄｒａｉｎ　ｅｌ
ｅｃｔｒｏｄｅ）１７５ａと第２ドレイン電極１７５ｂを含むデータ導電体が形成されて
いる。
【００５３】
　データ線１７１は、データ信号を伝達し、主に縦方向に延びてゲート線１２１及び維持
電極線１３１と交差する。データ線１７１は、第１ゲート電極１２４ａに向かってＵ字状
に曲がった第１ソース電極（ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７３ａを含む。
【００５４】
　第１電圧伝達線１７２は、一定の大きさの第１電圧を伝達し、データ線１７１と平行に
延びてゲート線１２１及び維持電極線１３１と交差する。第１電圧伝達線１７２は、第２
ゲート電極１２４ｂに向かってＵ字状で曲がった第２ソース電極１７３ｂを含む。第１電
圧伝達線１７２が伝達する第１電圧は、１フレーム内で一定の大きさを有し、フレーム別
に極性が変化する。例えば、液晶表示装置の最大電圧が１５Ｖであれば、第１フレーム内
で第１電圧伝達線１７２を通じて伝達される第１電圧の大きさは０Ｖであり、第１フレー
ム以降の第２フレーム内で第１電圧伝達線１７２を通じて伝達される第１電圧の大きさは
１５Ｖである。この場合、任意の基準電圧を約７．５Ｖとすれば、第１電圧伝達線１７２
が伝達する第１電圧は１フレーム内で一定の大きさを有し、フレーム別に極性が変化する
。しかし、第１電圧伝達線１７２を通じて伝達される第１電圧の大きさは複数のフレーム
内で一定であるのが可能で、この場合、第１電圧伝達線１７２を通じて伝達される第１電
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圧は複数のフレーム別に極性が変化する。
【００５５】
　第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂは、棒状の一端部と、面積の
広い他端部とを含む。第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの棒状の
一端部は、第１ゲート電極１２４ａ及び第２ゲート電極１２４ｂを中心として第１ソース
電極１７３ａ及び第２ソース電極１７３ｂと対向しながら曲がった第１ソース電極１７３
ａ及び第２ソース電極１７３ｂによって一部が取り囲まれている。面積の広い他端部は、
後述する第１コンタクトホール１８５ａ及び第２コンタクトホール１８５ｂによって第１
画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂと電気的に接続されている。
【００５６】
　第１ゲート電極１２４ａ、第１ソース電極１７３ａ、及び第１ドレイン電極１７５ａは
、第１半導体１５４ａと共に第１薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ、ＴＦＴ）を構成し、第１薄膜トランジスタのチャネル（ｃｈａｎｎｅｌ）は、
第１ソース電極１７３ａと第１ドレイン電極１７５ａの間の第１半導体１５４ａに形成さ
れる。
【００５７】
　第２ゲート電極１２４ｂ、第２ソース電極１７３ｂ、及び第２ドレイン電極１７５ｂは
、第２半導体１５４ｂと共に第２薄膜トランジスタを構成し、第２薄膜トランジスタのチ
ャネルは、第２ソース電極１７３ｂと第２ドレイン電極１７５ｂの間の第２半導体１５４
ｂに形成される。
【００５８】
　データ導電体１７１、１７２、１７５ａ、１７５ｂは、単一膜構造または多重膜構造を
有してもよい。
【００５９】
　オーミックコンタクト部材１６３ａ、１６５ａは、その下の半導体１５４ａ、１５４ｂ
と、その上のデータ導電体１７１、１７２、１７５ａ、１７５ｂとの間にだけ存在し、こ
れらの間の接触抵抗を低くする。半導体１５４ａ、１５４ｂには、ソース電極１７３ａ、
１７３ｂとドレイン電極１７５ａ、１７５ｂとの間をはじめとして、データ導電体１７１
、１７２、１７５ａ、１７５ｂによって覆わないで露出した部分がある。
【００６０】
　データ導電体１７１、１７２、１７５ａ、１７５ｂ及び露出した半導体１５４ａ、１５
４ｂ部分の上には無機絶縁物または有機絶縁物などからなる保護膜（ｐａｓｓｉｖａｔｉ
ｏｎ　ｌａｙｅｒ）１８０が形成されている。
【００６１】
　保護膜１８０には、第１ドレイン電極１７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの面積が
広い一端部を露出する複数のコンタクトホール１８５ａ、１８５ｂが形成され、保護膜１
８０及びゲート絶縁膜１４０には第１乃至第３接続導電体１３５ａ、１３５ｂ、１３５ｃ
の一部を露出する複数のコンタクトホール１８６ａ、１８６ｂ、１８７ａ、１８７ｂが形
成されている。また、保護膜１８０には、第２ソース電極１７３ｂを露出するコンタクト
ホール１８８が形成されている。
【００６２】
　保護膜１８０の上にはＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）またはＩＺＯ（ｉ
ｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）などの透明な導電物質やアルミニウム、銀、クロム
またはその合金などの反射性金属からなる複数対の第１画素電極（ｐｉｘｅｌ　ｅｌｅｃ
ｔｒｏｄｅ）１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂを含む複数の画素電極１９１が形成され
ている。また、保護膜１８０の上には隣接した画素に向かって延びている接続部材１９３
が形成されている。
【００６３】
　図４に示したように、一画素電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素
電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ
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及び第２画素電極１９１ｂは全体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上
下の二つの副領域に分かれる。
【００６４】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【００６５】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【００６６】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【００６７】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【００６８】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂの枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の間の間隔は約３０μ
ｍであるのが好ましい。
【００６９】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、互いに噛み合って交互に配
置され、櫛目状をしている。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域Ｌと、隣接する枝部
間の間隔が狭い高階調領域Ｈとが存在し、高階調領域Ｈは画素領域の中央部に配置され、
低階調領域Ｌによって取り囲まれている。具体的に、互いに交互に配置されている第１画
素電極１９１ａの枝部と第２画素電極１９１ｂの枝部との間隔が広い低階調領域Ｌの場合
、第１画素電極１９１ａの枝部と第２画素電極１９１ｂの枝部との間の液晶層３に印加さ
れる電界の強さが小さくなるように、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域Ｈに比べて
、同一の電圧が印加されても相対的に低い階調を表示するようになる。また、これと類似
に、互いに交互に配置されている第１画素電極１９１ａの枝部と第２画素電極１９１ｂの
枝部との間隔が狭い高階調領域Ｈの場合、第１画素電極１９１ａの枝部と第２画素電極１
９１ｂの枝部との間の液晶層３に印加される電界の強さが大きくなるように、隣接する枝
部間の間隔が広い低階調領域Ｌに比べて、同一の電圧が印加されても相対的に高い階調を
表示するようになる。
【００７０】
　このように、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂと間隔を種
々にすることによって、液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることができ、一
つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができる。第１画素電極１９１ａ及び
第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔を適切に調節すれば、側面から見る映像を正面から
見る映像に最大限近くすることができ、側面視認性を向上させ、透過率を高めることがで
きる。
【００７１】
　本実施形態に係る液晶表示装置において、低階調領域Ｌと高階調領域Ｈの比は約２:１
以上約３０:１以下とすることができ、より具体的に、約４:１以上約３０:１以下とする
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ことができる。また、低階調領域Ｌにおける第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９
１ｂの枝部の間隔は約１０μｍ以上約２０μｍ以下とすることができ、高階調領域Ｈにお
ける第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔は約３μｍ以上約１
０μｍ以下とすることができる。
【００７２】
　本実施形態に係る液晶表示装置の画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素
電極１９１ｂの幹部１９１ａ１、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲ま
れていない部分Ａには低階調領域Ｌが配置されることによって、第１画素電極１９１ａと
第２画素電極１９１ｂの間の水平電界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。した
がって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であ
るため発生しうるテクスチャなどの画質不良を減らすことができる。
【００７３】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置の一画素の第１画素電極１９１ａ及び第２画素電
極１９１ｂの形態はこれに限定されず、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂ
の少なくとも一部分が同じ層に形成されて交互に配置される全ての形態を含むことができ
る。
【００７４】
　第１画素電極１９１ａは、コンタクトホール１８５ａによって第１ドレイン電極１７５
ａと物理的、電気的に接続され、第１ドレイン電極１７５ａからデータ電圧の印加受ける
。また、第２画素電極１９１ｂは、コンタクトホール１８５ｂによって第２ドレイン電極
１７５ｂと物理的、電気的に接続され、第２ドレイン電極１７５ｂから第１電圧伝達線１
７２を通じて伝達される第１電圧の印加を受ける。第１副画素電極１９１ａ及び第２副画
素電極１９１ｂは、その間の液晶層３部分と共に液晶キャパシタＣｌｃを形成して、第１
薄膜トランジスタ及び第２薄膜トランジスタが遮断された後にも印加された電圧を維持す
る。
【００７５】
　第１副画素電極１９１ａ及び第２副画素電極１９１ｂと接続された第１ドレイン電極１
７５ａ及び第２ドレイン電極１７５ｂの広い端部は、ゲート絶縁膜１４０を介在して維持
電極１３３ａ、１３３ｂとオーバーラップして第１ストレージキャパシタＣｓｔａ及び第
２ストレージキャパシタＣｓｔｂを形成し、第１ストレージキャパシタＣｓｔａ及び第２
ストレージキャパシタＣｓｔｂは液晶キャパシタＣｌｃの電圧維持能力を強化する。
【００７６】
　第１画素電極１９１ａの第１幹部１９１ａ１は、コンタクトホール１８６ａによって第
１接続線１３５ａと接続し、第１画素電極１９１ａの第２幹部１９１ａ３はコンタクトホ
ール１８６ｂによって第１接続線１３５ａと接続して、第１ドレイン電極１７５ａからデ
ータ電圧の印加を受ける。
【００７７】
　第２画素電極１９１ｂの第１幹部１９１ｂ１はコンタクトホール１８７ａによって第２
接続部１３５ｂと接続し、第２画素電極１９１ｂの第２幹部１９１ｂ３はコンタクトホー
ル１８７ｂによって第３接続部１３５ｃと接続して、第２ドレイン電極１７５ｂから第１
電圧の印加を受ける。コンタクトホール１８８によって第２ソース電極１７３ｂに接続さ
れている接続部材１９３は、第１電圧線１７２に印加される第１電圧を隣接する画素に伝
達する。
【００７８】
　下部表示板１００の内側面には下部配向膜（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）（図示
せず）が塗布されており、下部配向膜は垂直配向膜である。図示していないが、下部配向
膜１１の上には高分子層を形成し、高分子層は液晶分子３１の初期配向方向によって形成
されている重合体の枝を含む。高分子層は紫外線などの光による重合反応（ｐｏｌｙｍｅ
ｒｉｚａｔｉｏｎ）によって硬化する単量体（ｍｏｎｏｍｅｒ）などの前重合体（ｐｒｅ
ｐｏｌｙｍｅｒ）を光に露出し重合して形成することができ、重合体の枝によって液晶分
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子の配向力を調節することができる。
【００７９】
　次に、上部表示板２００について説明する。
【００８０】
　透明なガラスまたはプラスチックなどからなる絶縁基板２１０の上に遮光部材（ｌｉｇ
ｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）２２０が形成されている。遮光部材２２０は、
画素電極１９１の間の光漏れを防止し、画素電極１９１と対向する開口領域を定義する。
【００８１】
　絶縁基板２１０及び遮光部材２２０の上には、複数のカラーフィルタ２３０が形成され
ている。カラーフィルタ２３０は遮光部材２２０によって取り囲まれた領域内に大部分存
在し、画素電極１９１の列に沿って長く延びる。各カラーフィルタ２３０は赤色、緑色、
及び青色の三原色、または黄色、青緑色、紫紅色などの基本色のうちの一つを表示する。
また、各画素は基本色以外に基本色の混合色または白色をさらに表示する。
【００８２】
　カラーフィルタ２３０及び遮光部材２２０の上にはオーバーコート（ｏｖｅｒ　ｃｏａ
ｔ）２５０が形成されている。オーバーコート２５０は（有機）絶縁物から形成でき、カ
ラーフィルタ２３０が露出するのを防止し、平坦面を有する。オーバーコート２５０は省
略してもよい。
【００８３】
　上部表示板２００の内側面には上部配向膜（図示せず）が塗布されており、上部配向膜
は垂直配向膜である。図示していないが、上部配向膜の上にも高分子層を形成することが
できる。高分子層は、紫外線などの光による重合反応によって硬化する単量体などの前重
合体が光に露出して形成でき、液晶分子の配向力を調節することができる。高分子層は液
晶分子の初期配向方向によって形成されている重合体の枝を含む。
【００８４】
　本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の場合、初期配向のためのラビング工程が
省略可能であり、この場合、液晶表示装置のコントラスト比が増加する。
【００８５】
　下部表示板１００、上部表示板２００の外側面には偏光子（ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）（図
示せず）が備えられてもよい。
【００８６】
　下部表示板１００と上部表示板２００との間に挿入されている液晶層３は正の誘電率異
方性を有する液晶分子３１を含み、液晶分子３１は、電界がない状態でその長軸が二つの
下部表示板１００、上部表示板２００の表面に対して垂直方向に配向されている。
【００８７】
　第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂに極性が互いに異なる電圧を印加すると
、下部表示板１００、上部表示板２００の表面に対してほぼ水平な電界（ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃ　ｆｉｅｌｄ）が生成される。このことにより、初期に下部表示板１００、上部表示板
２００の表面に対して垂直に配向されていた液晶層３の液晶分子が電界に応答して、その
長軸が電界の方向に対して水平な方向に傾斜し、液晶分子の傾斜程度によって液晶層３へ
の入射光の偏光の変化程度が異なる。このような偏光の変化は、偏光子によって透過率の
変化として現れ、これを通じて液晶表示装置は映像を表示する。
【００８８】
　このように垂直配向された液晶分子３１を用いると、液晶表示装置のコントラスト比（
ｃｏｎｔｒａｓｔ　ｒａｔｉｏ）を大きくすることができ、広視野角の実現が可能となる
。
【００８９】
　また、正の誘電率異方性を有する液晶分子３１は、負の誘電率異方性を有する液晶分子
に比べて、誘電率異方性が大きく、回転粘度が低くて、速い応答速度を得ることができる
。
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【００９０】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置において、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電
極１９１ｂの枝部は、互いに噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。隣接する枝
部間の間隔が広い低階調領域Ｌと、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域Ｈとが存在し
、高階調領域Ｈは画素領域の中央部に配置され、低階調領域Ｌによってとり囲まれている
。このように、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂとの間隔を
種々にすることによって、液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることができ、
一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができる。第１画素電極１９１ａ及
び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔を適切に調節すれば、側面から見る映像を正面か
ら見る映像に最大限近くすることができ、側面視認性を向上させ、透過率を高めることが
できる。
【００９１】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置において、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電
極１９１ｂの枝部間の間隔が互いに異なる低階調領域Ｌと高階調領域Ｈを含むことによっ
て、側面から見る映像を正面から見る映像に最大限近くして、側面視認性を向上させ、透
過率を高めることができる。
【００９２】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置の画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第
２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取
り囲まれていない部分Ａには低階調領域Ｌが配置されることによって、第１画素電極１９
１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電界の大きさが相対的に小さい領域が配置される
。したがって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対
称であるため発生するテクスチャなどの画質不良を減らすことができる。
【００９３】
　以下、図６を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明する
。図６は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【００９４】
　図６を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した一実施形態に係る液晶
表示装置と類似している。
【００９５】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【００９６】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【００９７】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【００９８】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
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【００９９】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１００】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂの枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の間の間隔は、約３０
μｍ以内であるのが好ましい。
【０１０１】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、互いに噛み合って交互に配
置され、櫛目状をしている。隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接する枝部間
の間隔が狭い高階調領域とが存在し、高階調領域は画素領域の中央部に配置されており、
低階調領域によって取り囲まれている。このように一画素における第１画素電極１９１ａ
と第２画素電極１９１ｂとの間隔を種々にすることによって、液晶層３の液晶分子３１の
傾斜角度を種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すこと
ができる。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔を適切に調節
すれば、側面から見る映像を正面から見る映像に最大限近くすることができ、側面視認性
を向上させ、透過率を高めることができる。
【０１０２】
　本実施形態に係る液晶表示装置の画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素
電極１９１ｂの幹部１９１ａ１、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲ま
れていない部分Ａには低階調領域が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したが
って、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称である
ため発生するテクスチャなどの画質不良を減らすことができる。
【０１０３】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した一実施形態に係る液晶表示装置とは
異なって、第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂ
の枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４と間隔が拡張された拡張領域ＡＡを有する。拡張領域ＡＡ
における第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの
枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔は約２０μｍ以上約２８μｍ以下とすることができ
る。ここで、拡張領域ＡＡにおける第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４
と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔を広く形成するほど、液
晶分子は不規則な水平電界によって影響を受けないことができるが、液晶表示装置の透過
率は減少する。したがって、拡張領域ＡＡにおける第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ
２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔は、水平
電界による液晶分子の回転程度と共に、液晶表示装置の透過率を考慮して変化可能である
。拡張領域ＡＡは、液晶表示装置の画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素
電極１９１ｂの幹部１９１ａ１、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲ま
れていない部分と隣接した位置、ゲート線１２１と隣接した位置など画素領域で液晶分子
の不規則な動きが発生する位置に配置されるのが好ましい。
【０１０４】
　これによって、拡張領域ＡＡに配置されている液晶分子３１は第１画素電極１９１ａの
枝部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との
間に形成される水平電界の影響を相対的に小さく受ける。したがって、拡張領域ＡＡに配
置されている液晶分子３１は、非対称的な水平電界の影響を小さく受けるだけでなく、液
晶分子３１が初期配向状態である垂直配向状態を維持しようとする性質が大きいため、外
部圧力などによって液晶分子が不規則に傾斜する現象を防止することができる。したがっ
て、画素領域の外郭部から始まって画素領域の内部に拡散する液晶分子の不規則な動きの
拡散を防止し、拡張領域ＡＡに局限された特異点（ｓｉｎｇｕｌａｒ　ｐｏｉｎｔ）を形
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成して、画素領域の外郭部から画素領域の内部への大面積の表示品質の低下を防止できる
ようになる。
【０１０５】
　図４及び図５を参照して説明した実施形態に係る液晶表示装置の特徴は、本実施形態に
係る液晶表示装置に全て適用可能である。
【０１０６】
　本実施形態に係る液晶表示装置の拡張領域ＡＡの形態について、図７Ａ～図７Ｄを参照
して説明する。図７Ａ～図７Ｄは、本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示す拡張領域
ＡＡの形態を示した図である。
【０１０７】
　図７Ａを参照すると、拡張領域ＡＡを形成する画素電極の枝部は梯形状を有し、これに
よって拡張領域ＡＡは六角形状を有する。
【０１０８】
　図７Ｂを参照すると、拡張領域ＡＡを形成する画素電極の枝部は三角形状を有し、これ
によって拡張領域ＡＡは菱形状を有する。
【０１０９】
　図７Ｃを参照すると、拡張領域ＡＡを形成する画素電極の枝部は四角形状を有し、これ
によって拡張領域ＡＡは四角形状を有する。
【０１１０】
　図７Ｄを参照すると、拡張領域ＡＡを形成する画素電極の枝部は半円形状を有し、これ
によって拡張領域ＡＡは円形状を有する。
【０１１１】
　しかし、拡張領域ＡＡの形状はこれらに限定されず、周辺に比べて画素電極の枝部の間
隔が広い種々全ての形状を有してもよい。
【０１１２】
　以下、図８を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明する
。
図８は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１１３】
　図８を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表
示装置と類似している。
【０１１４】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１１５】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１１６】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１１７】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
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ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１１８】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１１９】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂの枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の間の間隔は、約３０
μｍ以内であるのが好ましい。
【０１２０】
　本実施形態に係る液晶表示装置の場合、前述した実施形態に係る液晶表示装置とは異な
って、隣接する枝部間の間隔が広い低階調領域Ｈ１１と隣接する枝部間の間隔が狭い高階
調領域Ｈ２２の位置が異なる。具体的に、第１画素電極１９１ａに印加されるデータ電圧
を伝達するために、第１画素電極１９１ａの第１幹部１９１ａ１及び第２幹部１９１ａ３
を接続する第１接続部１３５ａ中、画素領域の中央部に配置される部分１３５ａａと、同
一の極性の電圧が印加される第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２が鈍角を成す部分で
、第１画素電極１９１ａの枝部と隣接した第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ４との間
隔が狭く形成されている。また、第１画素電極１９１ａの第１幹部１９１ａ１及び第２幹
部１９１ａ３を接続する第１接続部１３５ａ中、画素領域の中央部に配置される部分１３
５ａａと、同一の極性の電圧が印加される第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２が鋭角
を成す部分で、第１画素電極１９１ａの枝部と隣接した第２画素電極１９１ｂの枝部１９
１ｂ４との間隔が広く形成されている。
【０１２１】
　このように、第１画素電極１９１ａの第１幹部１９１ａ１及び第２幹部１９１ａ３を接
続する第１接続部１３５ａ中、画素領域の中央部に配置される部分１３５ａａと、同一の
極性の電圧が印加される第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２が鋭角を成す部分で、第
１画素電極１９１ａの枝部と隣接した第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ４との間隔を
広く形成することによって、互いに同一の極性が印加される第１接続部１３５ａ中、画素
領域の中央部に配置される部分１３５ａａと第１画素電極１９１ａの枝部が鋭角を成す部
分で発生する液晶分子の不規則的な動きを防止して、画質低下を防止することができる。
【０１２２】
　また、前述した一実施形態に係る液晶表示装置と類似する本実施形態の他の液晶表示装
置も、高階調領域ＨＨ１、ＨＨ２は画素領域の中央部に配置されており、第１画素電極１
９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔が相対的に広い低階調領域によって取り囲まれ
ている。このように、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂとの
間隔を種々にすることによって、液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を種々にすることが
でき、一つの映像情報に対して互いに異なる輝度を示すことができる。第１画素電極１９
１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔を適切に調節すれば、側面から見る映像を
正面から見る映像に最大限近くすることができ、側面視認性を向上させ、透過率を高める
ことができる。
【０１２３】
　また、前述した一実施形態に係る液晶表示装置のように、本実施形態に係る液晶表示装
置は、第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝
部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔が拡張された拡張領域を有することができる。拡張領
域における第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂ
の枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔は約２０μｍ以上約２８μｍ以下とすることがで
きる。
【０１２４】
　これによって、拡張領域に配置されている液晶分子３１は、第１画素電極１９１ａの枝
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部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間
に形成される水平電界の影響を相対的に小さく受ける。したがって、拡張領域に配置され
ている液晶分子３１は非対称的な水平電界の影響を小さく受けるだけでなく、液晶分子３
１が初期配向状態である垂直配向状態を維持しようとする性質が大きいため、外部圧力な
どによって液晶分子が不規則に傾斜する現象を防止できるようになる。したがって、画素
領域の外郭部から始まって画素領域の内部に拡散する液晶分子の不規則な動きの拡散を防
止し、拡張領域に局限された特異点を形成して、画素領域の外郭部から画素領域の内部へ
の大面積の表示品質の低下を防止できるようになる。
【０１２５】
　図４及び図５、そして図６を参照して説明した本実施形態に係る液晶表示装置の特徴は
、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１２６】
　以下、図９を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明する
。図９は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１２７】
　図９を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した実施形態に係る液晶表示
装置と類似している。
【０１２８】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１２９】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１３０】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１３１】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１３２】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１３３】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１３４】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した一実施形態に係る液晶表示装置と
は異なって、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が
第１間隔Ｗ１を成す領域、第２間隔Ｗ２を成す領域、そして第３間隔Ｗ３を成す領域を含
む。このように、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間
隔が広い低階調領域と、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域に区分せずに、隣接する
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第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が互いに異なる少なくと
も三つの間隔Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３を成すように形成することによって、一画素における第１
画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔を種々にすることによって、液晶層
３の液晶分子３１の傾斜角度を少なくとも三つの領域で種々にすることができ、一つの映
像情報に対して互いに異なる様々の輝度を示すことができる。これによって、液晶表示装
置の階調変化による急激な輝度変化を減少させることができるので、自然な階調表現が可
能となって、液晶表示装置の表示品質を向上させることができる。
【０１３５】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生するテクスチャなどの画
質不良を減らすことができる。
【０１３６】
　図４、図５、図６、及び図８を参照して説明した実施形態に係る液晶表示装置の特徴は
、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１３７】
　以下、図１０を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１０は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１３８】
　図１０を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した液晶表示装置と類似し
ている。
【０１３９】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１４０】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１４１】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１４２】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１４３】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１４４】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
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噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１４５】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１
９１ｂの枝部間の間隔が第１間隔Ｗ１を成す領域、第２間隔Ｗ２を成す領域、そして第３
間隔Ｗ３を成す領域を含む。このように、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電
極１９１ｂの枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域
に区分せずに、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔
が互いに異なる少なくとも三つの間隔Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３を成すように形成することによっ
て、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔を種々にし
、これによって液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を少なくとも三つの領域で種々にする
ことができ、一つの映像情報に対して互いに異なる様々の輝度を示すことができる。これ
によって、液晶表示装置の視認性を高めることができるので、液晶表示装置の表示品質を
向上させることができる。
【０１４６】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生するテクスチャなどの画
質不良を減らすことができる。
【０１４７】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１
９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔が拡張された拡
張領域を有する。拡張領域における第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４
と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔は約２０μｍ以上約２８
μｍ以下とすることができる。
【０１４８】
　これによって、拡張領域に配置されている液晶分子３１は、第１画素電極１９１ａの枝
部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間
に形成される水平電界の影響を相対的に小さく受ける。したがって、拡張領域ＡＡに配置
されている液晶分子３１は非対称的な水平電界の影響を小さく受けるだけでなく、液晶分
子３１が初期配向状態である垂直配向状態を維持しようとする性質が大きいため、外部圧
力などによって液晶分子が不規則に傾斜する現象を防止できるようになる。したがって、
画素領域の外郭部から始まって画素領域の内部に拡散する液晶分子の不規則な動きの拡散
を防止し、拡張領域に局限された特異点を形成して、画素領域の外郭部から画素領域の内
部への大面積の表示品質の低下を防止できるようになる。
【０１４９】
　図４、図５、図６、図８、及び図９を参照して説明した実施形態に係る液晶表示装置の
特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１５０】
　以下、図１１を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１１は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１５１】
　図１１を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した液晶表示装置と類似し
ている。
【０１５２】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
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体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１５３】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１５４】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１５５】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１５６】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１５７】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１５８】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１
９１ｂの枝部間の間隔が第１間隔Ｗ１を成す領域、第２間隔Ｗ２を成す領域、そして第３
間隔Ｗ３を成す領域を含む。このように、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電
極１９１ｂの枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接する枝部間の間隔が狭い高階調領域
に区分せずに、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔
が互いに異なる少なくとも三つの間隔Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３を成すように形成することによっ
て、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔を種々にし
、これによって液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を少なくとも三つの領域で種々にする
ことができ、一つの映像情報に対して互いに異なる様々の輝度を示すことができる。これ
によって、液晶表示装置の視認性を高めることができるので、液晶表示装置の表示品質を
向上させることができる。
【０１５９】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生するテクスチャなどの画
質不良を減らすことができる。
【０１６０】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１ａ、１９１ｂの枝部１９１ａ２
、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の端部Ｅは、端部に向かうほど枝部の幅が狭くな
るように形成されている。これについて図１２を参照して詳細に説明する。
【０１６１】
　図１２を参照すると、図１２Ａは、本実施形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１ａ
、１９１ｂの枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の端部Ｅを示し、図
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１２Ｂは、一定の幅を有するように形成されている画素電極の枝部を示す。図１２を参照
すると、本実施形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１ａ、１９１ｂの枝部１９１ａ２
、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の端部Ｅの周縁と枝部とが成す角度θ１は、一定
の幅を有するように形成されている画素電極の枝部の端部の周縁と枝部とが成す角度θ２
に比べて、より大きく形成されている。したがって、画素電極１９１ａ、１９１ｂの枝部
の端部と枝部との相互影響を減らすことができる。これによって、画素電極１９１ａ、１
９１ｂの枝部の端部と枝部との間の相互影響によって枝部の端部に現れうる液晶分子の不
規則な動きを防止して、枝部の端部で発生しうる表示品質の低下を防止することができる
。
【０１６２】
　図４、図５、図６、図８、図９、及び図１０を参照して説明した実施形態に係る液晶表
示装置の特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１６３】
　以下、図１３を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１３は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１６４】
　図１３を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した実施形態に係る液晶表
示装置と類似している。
【０１６５】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１６６】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１６７】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１６８】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１６９】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１７０】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１７１】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した一実施形態に係る液晶表示装置と
は異なって、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が
第１間隔ＷＷ１を成す領域、第２間隔ＷＷ２を成す領域、第３間隔ＷＷ３を成す領域、そ
して第４間隔ＷＷ４を成す領域を含む。このように、隣接する第１画素電極１９１ａ及び
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第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接する枝部間の間隔が狭い
高階調領域に区分せずに、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝
部間の間隔が互いに異なる少なくとも四つの間隔ＷＷ１、ＷＷ２、ＷＷ３、ＷＷ４を成す
ように形成することによって、一画素における第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９
１ｂの間の間隔を種々にし、これによって液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度を少なくと
も四つの領域で種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異なる様々の輝度
を示すことができる。これによって、液晶表示装置の視認性を高めることができるので、
液晶表示装置の表示品質を向上させることができる。
【０１７２】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生するテクスチャなどの画
質不良を減らすことができる。
【０１７３】
　図４、図５、図６、図８、図９、図１０、及び図１１を参照して説明した実施形態に係
る液晶表示装置の特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１７４】
　以下、図１４を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１４は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１７５】
　図１４を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した液晶表示装置と類似し
ている。
【０１７６】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極
１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１７７】
　第１画素電極１９１ａは下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１９
１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の第
２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９
１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第３
枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１７８】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１７９】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１８０】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１８１】
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　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１８２】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１
９１ｂの枝部間の間隔が第１間隔ＷＷ１を成す領域、第２間隔ＷＷ２を成す領域、第３間
隔ＷＷ３を成す領域、そして第４間隔ＷＷ４を成す領域を含む。このように、隣接する第
１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接
する枝部間の間隔が狭い高階調領域に区分せずに、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第
２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が互いに異なる少なくとも四つの間隔ＷＷ１、ＷＷ２
、ＷＷ３、ＷＷ４を成すように形成することによって、一画素における第１画素電極１９
１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔を種々にし、これによって液晶層３の液晶分子３
１の傾斜角度を少なくとも四つの領域で種々にすることができ、一つの映像情報に対して
互いに異なる様々の輝度を示すことができる。これによって、液晶表示装置の視認性を高
めることができるので、液晶表示装置の表示品質を向上させることができる。
【０１８３】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生するテクスチャなどの画
質不良を減らすことができる。
【０１８４】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１
９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔が拡張された拡
張領域を有する。拡張領域における第１画素電極１９１ａの枝部１９１ａ２、１９１ａ４
と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間隔は、約２０μｍ以上約２
８μｍ以下とすることができる。
【０１８５】
　これによって、拡張領域に配置されている液晶分子３１は、第１画素電極１９１ａの枝
部１９１ａ２、１９１ａ４と第２画素電極１９１ｂの枝部１９１ｂ２、１９１ｂ４との間
に形成される水平電界の影響を相対的に小さく受ける。したがって、拡張領域ＡＡに配置
されている液晶分子３１は非対称的な水平電界の影響を小さく受けるだけでなく、液晶分
子３１が初期配向状態である垂直配向状態を維持しようとする性質が大きいため、外部圧
力などによって液晶分子が不規則に傾斜する現象を防止できるようになる。したがって、
画素領域の外郭部から始まって画素領域の内部に拡散する液晶分子の不規則な動きの拡散
を防止し、拡張領域に局限された特異点を形成して、画素領域の外郭部から画素領域の内
部への大面積の表示品質の低下を防止できるようになる。
【０１８６】
　図４、図５、図６、図８、図９、図１０、図１１、及び図１３を参照して説明した実施
形態に係る液晶表示装置の特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能である。
【０１８７】
　以下、図１５を参照して、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明す
る。図１５は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置を示す配置図である。
【０１８８】
　図１５を参照すると、本実施形態に係る液晶表示装置は前述した液晶表示装置と類似し
ている。
【０１８９】
　一画素電極１９１は第１副画素電極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂを含み、一画素
電極１９１の全体的な外郭形状は四角形であり、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極



(26) JP 2012-150450 A 2012.8.9

10

20

30

40

50

１９１ｂは互いに噛み合っている。第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂは全
体的に仮想的な横中央線を境界として上下対称を成し、上下の二つの副領域に分かれる。
【０１９０】
　第１画素電極１９１ａは、下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３、及び下部幹部１
９１ａ１と上部幹部１９１ａ３からそれぞれ延び出た複数の第１枝部１９１ａ２と複数の
第２枝部１９１ａ４を含み、第２画素電極１９１ｂは、下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１
９１ｂ３、及び下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３からそれぞれ延び出た複数の第
３枝部１９１ｂ２と複数の第４枝部１９１ｂ４を含む。
【０１９１】
　第１画素電極１９１ａの下部幹部１９１ａ１と上部幹部１９１ａ３は一画素電極の右側
と左側に配置され、第２画素電極１９１ｂの下部幹部１９１ｂ１と上部幹部１９１ｂ３は
一画素電極の右側と左側に配置される。
【０１９２】
　これによって、一画素電極の左側と右側に配置されるデータ線及び第１電圧伝達線と画
素電極がオーバーラップして形成する寄生容量の大きさを、画素電極の左側と右側で対称
となるように形成することができるので、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１
ｂと左右二つの信号線との寄生容量の大きさを互いに同一にすることができ、左右の寄生
容量の偏差によって発生するクロストーク不良を防止することができる。
【０１９３】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの複数の枝部１９１ａ２、１９１ａ４
、１９１ｂ２、１９１ｂ４と横中央線とが成す角度は、約４５度とすることができる。
【０１９４】
　第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部は、一定の間隔をおいて互いに
噛み合って交互に配置され、櫛目状をしている。
【０１９５】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１
９１ｂの枝部間の間隔が第１間隔ＷＷ１を成す領域、第２間隔ＷＷ２を成す領域、第３間
隔ＷＷ３を成す領域、そして第４間隔ＷＷ４を成す領域を含む。このように、隣接する第
１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が広い低階調領域と、隣接
する枝部間の間隔が狭い高階調領域に区分せずに、隣接する第１画素電極１９１ａ及び第
２画素電極１９１ｂの枝部間の間隔が互いに異なる少なくとも四つの間隔ＷＷ１、ＷＷ２
、ＷＷ３、ＷＷ４を成すように形成することによって、一画素における第１画素電極１９
１ａと第２画素電極１９１ｂの間の間隔を種々にし、液晶層３の液晶分子３１の傾斜角度
を少なくとも四つの領域で種々にすることができ、一つの映像情報に対して互いに異なる
様々の輝度を示すことができる。これによって、液晶表示装置の視認性を高めることがで
きるので、液晶表示装置の表示品質を向上させることができる。
【０１９６】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置は、前述した実施形態に係る液晶表示装置のよう
に、画素の外郭部中、第１画素電極１９１ａ及び第２画素電極１９１ｂの幹部１９１ａ１
、１９１ａ３、１９１ｂ１、１９１ｂ３によって取り囲まれていない部分には低階調領域
が配置されることによって、第１画素電極１９１ａと第２画素電極１９１ｂの間の水平電
界の大きさが相対的に小さい領域が配置される。したがって、第１画素電極１９１ａと第
２画素電極１９１ｂの間の水平電界方向が非対称であるため発生しうるテクスチャなどの
画質不良を減らすことができる。
【０１９７】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１ａ、１９１ｂの枝部１９１ａ２
、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の端部Ｅは、端部に向かうほど枝部の幅が狭くな
るように形成されている。本実施形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１ａ、１９１ｂ
の枝部１９１ａ２、１９１ａ４、１９１ｂ２、１９１ｂ４の端部の周縁と枝部とが成す角
度は、一定の幅を有するように形成されている画素電極の枝部の端部の周縁と枝部とが成
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す角度に比べて、より大きく形成されている。したがって、画素電極１９１ａ、１９１ｂ
の枝部の端部と枝部とのの相互影響を減らすことができる。これによって、画素電極１９
１ａ、１９１ｂの枝部の端部と枝部との相互影響によって枝部の端部に現れうる液晶分子
の不規則な動きを防止して、枝部の端部で発生しうる表示品質の低下を防止することがで
きる。
【０１９８】
　図４、図５、図６、図８、図９、図１０、図１１、図１３、及び図１４を参照して説明
した実施形態に係る液晶表示装置の特徴は、本実施形態に係る液晶表示装置に適用可能で
ある。
【０１９９】
　前述した実施形態に係る液晶表示装置の信号線及び画素の配置と駆動方法は、少なくと
も一部分が同じ層に形成されて交互に配置される第１画素電極と第２画素電極を含む全て
の形態の画素構造に適用できる。
【０２００】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されず、次の特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の
種々の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。

【図１】 【図２】
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极，分别包括第一像素电极和第二像素电极的主干部分以及从主干部分
延伸的多个分支电极。 并且第一像素电极的分支电极和第二像素电极的
分支电极交替布置，并且第一像素电极的分支部分与相邻的第二像素电
极的分支部分之间的间隔为第一间隔。 第一区域具有第二区域，其中第
一像素电极的分支与与该分支相邻的第二像素电极的分支之间的距离为
第二间隔，并且第一区域在像素区域的末端。 它包括未布置第一像素电
极和第二像素电极的主体部分的区域。 [选择图]图6
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